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＜C o n t e n t s ＞

平成31年度入学者選抜において、前期日程は学域一括、後期日程は類別で募集します。推薦入試は、14の教育プログラムと
UECパスポートプログラム（※）で募集します。※Ⅲ類（理工系）のうち、「電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学」が対
象です。

1年次は、まず、情報理工学の基礎全般を学びます。その上で、1年次後学期からは3つの「類」（情報系、融合系、理工系）の
いずれかで学びを深め、さらに2年次後学期からは、自らの将来の方向性を見据え、14ある「教育プログラム」のいずれかで専
門性を磨きます。4年次は研究室に所属して卒業研究に取り組みます。また、大学院連携科目を履修することができます。

時代を先取りした新たな教育を推進する電気通信大学（情報理工学域）
新カリキュラムでは、情報・理工学の基礎全般を学び、自分の興味・関心や適性、能力を見極めたうえで、専門分野を選択できるよう配慮されています。
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電気通信大学は、人類の持続的発展に貢献する知と技の創造と実践を目指し、社会とともに発展を続けてきまし
た。科学・技術の発展を先導し、知識基盤社会を支える高度な人材を育成することは、大学の最も重要な使命です。
この使命のもと、社会的課題の解決に寄与し、人々が心豊かに生き甲斐を持って暮らせる社会の実現に貢献するた

めには、もの、エネルギー、情報の交換による、「人」、「自然」、「社会」、「人工物」の間の相互作用を正しく理解し、
それを通じた価値の創造が不可欠です。
本学は、そのような価値の創造をもたらす科学・技術体系を、広義のコミュニケーションの視点から「総合コミュ

ニケーション科学」と捉え、これに関する教育研究の世界拠点となることを目指します。そして本学は、そのための
取り組みを通じて、21世紀の世界に貢献したいと考えます。

1. 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

【情報理工学域】
「総合コミュニケーション科学」の基盤となる情報、通信、電子、機械、ロボティクス、光科学、量子物性、基礎
科学等の情報領域、理工領域はもとより、両者の融合による革新的学際領域において、新しい価値の創造に貢献する
ことがますます期待されています。
電気通信大学では、時代の要請を踏まえ、学生自らが、成長にあわせて段階的・探究的に専門分野を選択し、高度

な専門性と総合力を身につける学修者主体の教育を実施します。
情報、融合、理工の各領域において、基礎学力と倫理観を備え、国際性、応用力、実践力を伴う確かな専門基礎力と

継続的学修能力を持ち、社会との関わりの中で大きく成長していくことのできる人材を育成します。その過程においては、
科学的思考力、俯瞰力、倫理意識、論理的コミュニケーション能力等の涵養を大切にします。また、学士課程と修士課
程（博士前期課程）の一貫性も教育課程の大きな特徴であり、学域における学びが、先端的な学問研究へと展開します。
このような教育方針に沿って、以下のような資質・能力・意欲を持った皆さんを、広く国内外から受入れます。

［情報理工学域・求める学生像］
「総合コミュニケーション科学」とその基盤となる領域に不可欠な自然科学および数学に強い興味と探究心を持ち、
その学修およびディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーに基づく教育の実現のために必要な基礎学力と論理
的思考力・判断力・表現力を有し、多様な人々と協働しながら主体的に学ぼうとする意志の強い皆さんを求めます。
情報、融合、理工、それぞれの領域において、修得した知識と技術を活用して広い視野からグローバルに活躍し、社
会の発展に貢献するという意欲に溢れる人を歓迎します。

【Ⅰ類（情報系）】
情報に関わる学問の基礎を広く学びます。情報を対象とする学問は多様であり、その領域は広範です。例えば情報そ

れ自体を取り扱う学問には、情報の本質や実態を追究する分野、表現や加工、活用の技術や手法を開発する分野、また、
情報の流通・収集・蓄積に関わる通信ネットワークの分野などがあり、それぞれが独立した学問として発展しています。
一方で情報に関わるすべての学問は相互に影響し合い、情報化社会を支えています。そのため次世代の情報化社会

を先導する担い手には、一つの専門分野に軸足を置きつつハード・ソフトの両面を理解し、複数の専門分野にまたが
る広い視野を持つことが求められます｡ Ⅰ類では、情報に関わる分野全般に共通するコンピュータ、アルゴリズム、
プログラムなどを学ぶとともに専門分野の基礎を身につけ、その後は ｢メディア情報学」、「経営・社会情報学」、「情
報数理工学」、「コンピュータサイエンス」という教育プログラムのいずれかで、専門性を高めます。

［Ⅰ類（情報系）・求める学生像］
目まぐるしく変化する現代社会における情報形態の多様化、情報量の拡大といった環境の変遷に対応して、「人と

人」、｢人ともの｣、「人と社会｣ のコミュニケーションの高度化が、これからの社会の発展に必要不可欠となっていま
す。情報の生成から､ 収集､ 流通､ 蓄積､ 加工および活用までを総合的に扱う学問である「情報学」を学び、身につ
け、次世代の情報化社会を支える技術の創成を担う科学者・技術者を目指そうとしている人を歓迎します。
特に推薦入試では、数学や情報、そしてプログラミングが好きな人を求めます。数学あるいは情報分野における国

際オリンピック等に参加や受賞した人を歓迎します。

【Ⅱ類（融合系）】
本類は数学と物理を科学的思考力の基礎として、情報学と理工学をともに系統的に深めることができる類です。情

報学と理工学は、電子、情報、通信、セキュリティ、計測・制御、メカトロニクスなどの共通の基礎です。
Ⅱ類では、これらの領域を包含する5つの教育プログラム「セキュリティ情報学」、「情報通信工学」、「電子情報

学」、「計測・制御システム」、「先端ロボティクス」を用意しています。それぞれにおいて、基礎性、専門性、俯瞰
力、倫理観、社会性、国際性、論理的コミュニケーション能力を確立し、応用力、実践力を伴う確かな専門基礎力と
継続的学修能力を養う教育を実施します。

［Ⅱ類（融合系）・求める学生像］
情報学と理工学の基礎をなす数学、理科（特に物理）および英語に興味と学力を有し、それらの学修をさらに深め
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ていく意志を持つ人を求めます。また、本類が目指す情報学と理工学の融合に関心を持ち、それを成し遂げるための
論理的コミュニケーション能力、主体性、目的達成力を持つ人を求めます。とりわけ、独創性を持つ人を歓迎しま
す。特に推薦入試では、科学的思考力を支える好奇心、広い意味でのシステムづくりやものづくりへの関心、専門性
を高める意志、将来の応用を支える倫理観、社会性を有する人を求めます。理学、工学や情報学の基礎となる分野に
おける国内外で開催される科学技術コンテスト等に参加や受賞した人を歓迎します。

【Ⅲ類（理工系）】
理工学の基盤となる物理学、化学などの自然科学や数学を基礎から体系的に学び、その主要な構成分野である「機

械システム」、「電子工学」、「光工学」、「物理工学」、「化学生命工学」の中から学生自ら探究的に選択し各分野に進み
ます。専門教育では、講義だけでなく、演習や実験を通して高度な専門性と実践力・総合力を養います。
また、広く理工学分野の教養を育みながら、科学技術の発展と自然環境や国際社会との調和を実践できる倫理観および

社会性・国際性を養います。その過程で、自身の考えを他者と共有するための論理的コミュニケーション能力も養います。

［Ⅲ類（理工系）・求める学生像］
理工学の基盤となる自然科学や数学に強い興味と探究心を持ち、その学修のために必要な基礎学力と論理的思考力

を有し、主体的に学ぼうとする意志の強い人を求めます。また、読解力や文章力、口頭表現力など基本的なコミュニ
ケーション能力を有することを求めます。自然環境や国際社会に関心が高く、広い視野からグローバルに活躍し、社
会の発展に貢献するという意欲に溢れる人を歓迎します。特に推薦入試では、課題解決能力や実践力、プレゼンテー
ション能力を有する、問題意識の高い人を求めます。理数系分野における国内外で開催される科学技術コンテスト等
に参加や受賞した人を歓迎します。

【先端工学基礎課程（夜間主）】
社会人および夜間の修学を必要とする人に対して「総合コミュニケーション科学」に関わる科学・技術に必要な専

門教育の機会を提供するために、夜間主課程を設置しています。産業界における技術的課題を工学的に読み解き解決
するために必要な基礎力および応用力を身につけた専門的職業人を育成します。また、実務で必要となる技術者倫理
や知財・特許管理を学ぶとともに、国際的に通用する論理的コミュニケーション能力の基礎を養います。

［先端工学基礎課程（夜間主）・求める学生像］
自然科学および数学に関する知識と技術の修得に努め、技術革新や産業構造の変化に対応しつつ広い視野から社会

の発展に貢献したいという意欲に溢れる人を求めます。

入学までの段階で修得が望ましい教科内容と水準
数学は、基本的な概念や原理・法則を理解し、事象を論理的に考察し数学的に処理する能力を有していること、特

に、数学Ⅲまでの履修が望ましく、数学Ⅲまでの微積分の基礎知識を使って、様々な関数のグラフを描いたり、速
度・加速度や簡単な図形の面積や体積を計算できること。さらに、複素数平面の基礎的事項を理解していること。
理科は、出来るだけ多くの科目に興味を持ち、正しい自然観・宇宙観が育まれていること、特に、物理基礎、化学

基礎に加えて物理、化学の履修が望ましく、物理の分野では、力学、電磁気学、熱、波動などに関連する現象を論理
的かつ数理的に捉えてそれを説明でき、化学の分野では、化学結合の概念や物質の構造及び性質を理解し、化学の成
果が日常生活の様々なところで役立っていることを認識し説明できること。
英語は、「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」を総合的に活用したコミュニケーション能力を有し、

さらに、基本的な読解力、平易な英文を辞書なしで読み進んでいくことのできる語彙力・文法力や、あるトピックを
一つのパラグラフ程度にまとめることのできる英作文能力を有していること。
国語は、言葉を通して的確に理解し、論理的に考え、効果的に表現し伝え合う能力を有すること、特に、他者の考

え方についての理解力、自分の考え方を相手に伝えられる文章力と口頭表現力を有すること。
他の教科・科目については基礎レベルの知識・理解を有すること。
注：水準はあくまでも高等学校における学習の目安であり、履修の有無でもって合否判定するものではありません。

2. 入学者選抜の基本方針
情報理工学域
入学者の受入れに際しては、高等学校段階における学びの成果・実績の評価も含め、多様な選抜を実施します。一

般入試、推薦入試、AO入試、帰国子女入試、私費外国人留学生入試及び特別編入学試験の入試方法に応じて、大学
入試センター試験、個別学力検査、総合問題試験、面接試験、調査書及びその他の提出書類のいずれかを組み合わせ
て、本学域での学修において求められる資質、能力、学力等について総合的に判断し、選抜を行います。

1）一般入試（前期日程）
募集は、全類を一括して大括りによる募集とし、出願時点では類を選ばず、入学後に類の選択を行います。
選抜は、大学入試センター試験、個別学力検査及び調査書を総合して行います。
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大学入試センター試験は、高等学校での学びにおける広く基礎的な学力を測るため5教科7科目を課し、個別学力
検査は、理工学分野を学ぶために必要な学力「数学、理科（物理・化学）」、及び国際性を備えた人材を育成するため
に必要な語学力「英語」を入試科目として課します。解答は記述式により、解答のみならずその解答に至る思考・判
断の過程及び表現力も含めて評価します。

2）一般入試（後期日程）
募集は、類別に募集します。選抜は、大学入試センター試験、個別学力検査及び調査書を総合して行います。
大学入試センター試験は、高等学校での学びにおける広く基礎的な学力を測るため5教科７科目を課し、個別学力

検査は、理工学分野を学ぶために必要な学力「数学、理科（物理・化学）」、及び国際性を備えた人材を育成するため
に必要な語学力「英語」を入試科目として課します。解答は記述式により、解答のみならずその解答に至る思考・判
断の過程及び表現力も含めて評価します。なお、本日程では、特に「数学」に重みを置き評価します。

3）推薦入試（一般）
募集は、類の教育プログラム別に募集します。選抜は、総合問題試験、面接試験及び提出書類を総合して行います。
総合問題試験は、理工学分野を学ぶために必要な理数的基礎知識や読解力、作文能力、論理的思考力等を問う問題

を課し、面接試験では、志望動機や主体的な勉学意欲等に関する質問や、理工系への適性及び基礎的能力を問う質問
を行い評価します。また、各類で定める分野におけるコンテスト等での受賞歴などがある場合は、評価します。

4）推薦入試（UECパスポートプログラム）
募集は、Ⅲ類の電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学の４つの教育プログラムを対象に募集します。
選抜は、面接試験及び提出書類を総合して行います。このプログラムは、専門的な研究・開発能力や討論・発表能力

を養うことを目的としていることから、志望動機や主体的な勉学意欲等に関する質問や理工系への適性及び基礎的能力を
問う口頭試問に加え、理科に関する自由研究の発表用資料を準備し発表を行う面接試験を実施し、評価します。また、物
理、化学、数学、情報分野等における国際オリンピックやコンクール等における実績を、総合判定において評価します。

5）帰国子女入試
募集は、類別に募集します。選抜は、学力検査、面接試験及び提出書類を総合して行います。学力検査は、理工学

分野を学ぶために必要な学力「数学、理科（物理・化学）」を入試科目として課しており、解答は記述式により、解
答のみならずその解答に至る思考・判断の過程及び表現力も含めて評価します。面接試験では、志望動機や主体的な
勉学意欲等に関する質問を行い評価します。

6）私費外国人留学生入試
募集は、類別に募集します。選抜は、日本留学試験、本学が実施する学力検査、面接試験、出身学校等の成績及び

TOEFL 又は TOEIC の成績を総合して行います。学力検査は、理工学分野を学ぶために必要な学力「数学、理科（物
理・化学）」及び日本語能力を測るための「日本語」を入試科目として課しており、解答は記述式により、解答のみ
ならずその解答に至る思考・判断の過程及び表現力も含めて評価します。面接試験では、志望動機や主体的な勉学意
欲等に関する質問を行い評価します。

7）AO入試（先端工学基礎課程）
選抜は、総合問題試験、面接試験及び出願書類を総合して行います。総合問題試験は、理工学分野を学ぶために必

要な理数的基礎知識や読解力、作文能力、論理的思考力等を問う問題を課し、面接試験では、志望動機、主体的な勉
学意欲及び就業の状況等に関する質問や数学、理科の基礎学力についての試問を行い評価します。

8）特別編入学（推薦）
募集は、類別に募集します。選抜は、推薦書、調査書及び面接試験を総合して行います。面接試験は、理工学分野

を学ぶために必要な基礎学力や専門領域の基礎知識、志望動機、主体的な勉学意欲、自己表現能力などについての試
問を行い評価します。

9）特別編入学（学力）
募集は、類別に募集します。選抜は、学力試験、面接試験及び調査書を総合して行います。学力試験は、理工学分

野を学ぶために必要な学力「数学、物理学又は化学」及び国際性を備えた人材を育成するために必要な語学力「英
語」を入試科目として課します。解答は記述式により、解答のみならずその解答に至る思考・判断の過程及び表現力
も含めて評価します。面接試験では、理工学分野を学ぶために必要な基礎学力や専門領域の基礎知識、志望動機、主
体的な勉学意欲、自己表現能力などについての試問を行い評価します。

10）特別編入学（先端工学基礎課程）
選抜は、総合問題試験、面接試験及び出願書類を総合して行います。総合問題試験は、理工学分野を学ぶために必

要な理数的基礎知識や読解力、作文能力、論理的思考力等を問う問題を課します。面接試験では、志望動機、主体的
な勉学意欲、自己表現能力、理工系の基礎学力を問う試問を行い評価します。



4

平成30～28年度 情報理工学域 入学者選抜状況
入試別志願者数・受験者数・合格者数・入学者数

●昼間

一般入試　前期日程　※学域一括募集

類 プログラム 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

－ － 370 1637 1652 1587 4.4 4.5 4.3 1543 1562 1508 407 399 388 3.8 3.9 3.9 396 392 381

計 － 370 1637 1652 1587 4.4 4.5 4.3 1543 1562 1508 407 399 388 3.8 3.9 3.9 396 392 381

一般入試　後期日程　※類別募集

類 プログラム 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

Ⅰ類（情報系） － 76 648 903 910 8.5 11.9 12.0 376 532 545 84 79 89 4.5 6.7 6.1 77 69 81

Ⅱ類（融合系） － 89 764 804 782 8.6 9.0 8.8 462 472 484 102 91 104 4.5 5.2 4.7 89 81 90

Ⅲ類（理工系） － 85 720 743 756 8.5 8.7 8.9 431 443 457 110 116 115 3.9 3.8 4.0 88 92 91

計 － 250 2132 2450 2448 8.5 9.8 9.8 1269 1447 1486 296 286 308 4.3 5.1 4.8 254 242 262

一般入試　合計

類 プログラム 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

計 － 620 3769 4102 4035 6.1 6.6 6.5 2812 3009 2994 703 685 696 4.0 4.4 4.3 650 634 643

推薦入試　※プログラム別募集

類 プログラム
募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29・30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

Ⅰ類（情報系）

メディア情報学 6 6 31 29 36 5.2 4.8 6.0 31 29 36 8 9 9 3.9 3.2 4.0 8 9 9

経営・社会情報学 5 5 6 8 11 1.2 1.6 2.2 6 8 11 4 4 4 1.5 2.0 2.8 4 4 4

情報数理工学 5 5 3 13 9 0.6 2.6 1.8 3 13 9 1 4 3 3.0 3.3 3.0 1 4 3

コンピュータサイエンス 5 5 23 15 19 4.6 3.0 3.8 23 15 19 8 7 5 2.9 2.1 3.8 8 7 5

計 21 21 63 65 75 3.0 3.1 3.6 63 65 75 21 24 21 3.0 2.7 3.6 21 24 21

Ⅱ類（融合系）

セキュリティ情報学 4 4 9 17 9 2.3 4.3 2.3 9 17 9 4 4 4 2.3 4.3 2.3 4 4 4

情報通信工学 6 6 17 6 5 2.8 1.0 0.8 17 6 5 6 5 3 2.8 1.2 1.7 6 5 3

電子情報学 5 5 7 12 13 1.4 2.4 2.6 7 12 13 5 6 8 1.4 2.0 1.6 5 6 8

計測・制御システム 5 5 5 7 8 1.0 1.4 1.6 5 7 8 3 5 5 1.7 1.4 1.6 3 5 5

先端ロボティクス 5 5 21 13 16 4.2 2.6 3.2 21 13 16 7 5 5 3.0 2.6 3.2 7 5 5

計 25 25 59 55 51 2.4 2.2 2.0 59 55 51 25 25 25 2.4 2.2 2.0 25 25 25

Ⅲ類
（理工系）

（一般）

機械システム 5 5 5 13 11 1.0 2.6 2.2 5 13 11 5 4 6 1.0 3.3 1.8 5 4 6

電子工学 5 4 3 12 2

1.1 

3.0 0.5 3 12 2 2 4 2

1.5 

3.0 1.0 2 4 2

光工学 5 4 5 3 4 0.8 1.0 5 3 4 3 1 4 3.0 1.0 3 1 4

物理工学 5 4 4 2 7 0.5 1.8 4 2 7 3 2 7 1.0 1.0 3 2 7

化学生命工学 4 4 5 0 4 0.0 1.0 5 0 4 4 0 2 － 2.0 4 0 2

計 24 21 22 30 28 1.4 1.3 22 30 28 17 11 21 2.7 1.3 17 11 21

（UEC
パスポート
プログラム）

電子工学

5
（注１）

3
（注２）

0 1 2

0.3 1.0 

0 1 2 0 1 1

1.0 1.5 

0 1 1

光工学 2 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0

物理工学 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1

化学生命工学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 － 3 3 1 3 0.3 1.0 3 1 3 1 1 2 1.0 1.5 1 1 2

計 24 24 25 31 31 1.0 1.3 1.3 25 31 31 18 12 23 1.4 2.6 1.3 18 12 23

計 70 70 147 151 157 2.1 2.2 2.2 147 151 157 64 61 69 2.3 2.5 2.3 64 61 69
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私費外国人留学生入試　

類 プログラム 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

Ⅰ類（情報系） － 若干名 21 53 48 － － － 13 33 30 4 4 3 3.3 8.3 10.0 3 4 2

Ⅱ類（融合系） － 若干名 17 39 49 － － － 12 34 35 3 9 4 4.0 3.8 8.8 3 8 2

Ⅲ類（理工系） － 若干名 27 43 19 － － － 19 31 11 6 4 1 3.2 7.8 11.0 6 2 0

計 － 若干名 65 135 116 － － － 44 98 76 13 17 8 3.4 5.8 9.5 12 14 4

帰国子女入試　

類 プログラム 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

Ⅰ類（情報系） － 若干名 3 0 2 － － － 3 0 2 0 0 1 － － 2.0 0 0 1

Ⅱ類（融合系） － 若干名 2 1 0 － － － 1 1 0 0 0 0 － － － 0 0 0

Ⅲ類（理工系） － 若干名 0 1 1 － － － 0 1 1 0 0 1 － － 1.0 0 0 1

計 － 若干名 5 2 3 － － － 4 2 3 0 0 2 － － 1.5 0 0 2

国費等留学生　

類 プログラム 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

Ⅰ類（情報系） － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 1 1

Ⅱ類（融合系） － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 4 2

Ⅲ類（理工系） － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 1 1

計 － － － － － － － － － － － － － － － － － 3 6 4

昼間　　合計

類 プログラム 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

計 － 690 3986 4390 4311 5.8 6.4 6.2 3007 3260 3230 780 763 775 3.9 4.3 4.2 729 715 722

●先端工学基礎課程（夜間主）

課程 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

計 － 30 64 60 58 2.1 2.0 1.9 59 53 58 32 31 33 1.8 1.7 1.8 31 30 31

●昼間・夜間主　合計

類・課程 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

合計 － 720 4050 4450 4369 5.6 6.2 6.1 3066 3313 3288 812 794 808 3.8 4.2 4.1 760 745 753

（注1）平成28年度推薦入試について、「UECパスポートプログラム」の募集人数は、推薦入試「一般」におけるⅢ類（理工系）の電子工学、光工学、物理工学、化
学生命工学の募集人員19名のうち5名程度となります。

（注2）平成29年度及び平成30年度推薦入試について、「UECパスポートプログラム」は、Ⅲ類（理工系）の電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学の4つの教
育プログラムを対象に募集し、募集人員は計3名となります。

（注3）帰国子女入試、私費外国人留学生入試の募集人員（若干名）は、後期日程の募集人員に含まれます。
（注4）合格者数には、第1志望類以外での合格を含みます。
（注5）国費等留学生（国費及び政府派遣留学生）については、入学者数のみに計上します。
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都道府県別志願者・入学者一覧

平成30年度 情報理工学域 入学者選抜状況

※「その他」は、国費・私費留学生、在外教育施設・外国の学校卒業者及び帰国子女等を示します。

北海道北海道北海道

員数は員数は員数は

青森青森青森

秋田秋田秋田 岩手岩手岩手

宮城宮城宮城山形山形山形

福島福島福島

新潟新潟新潟

栃木栃木栃木

茨城茨城茨城群馬群馬群馬

埼玉埼玉埼玉
千葉千葉千葉

東京東京東京

長野長野長野

山梨山梨山梨

神奈川神奈川神奈川

静岡静岡静岡
愛知愛知愛知

岐阜岐阜岐阜

富山富山富山

石川石川石川

福井福井福井

滋賀滋賀滋賀

奈良奈良奈良

三重三重三重

和歌山和歌山和歌山

京都京都京都

大阪大阪大阪

兵庫兵庫兵庫
鳥取鳥取鳥取

岡山岡山岡山
島根島根島根 広島広島広島

山口山口山口 香川香川香川

徳島徳島徳島

愛媛愛媛愛媛
高知高知高知

福岡福岡福岡

大分大分大分

宮崎宮崎宮崎

佐賀佐賀佐賀

熊本熊本熊本

鹿児島鹿児島鹿児島

長崎長崎長崎

沖縄沖縄沖縄

722
全体

4,311
63（8.7％）
北海道・東北

289（6.7％）

505（69.9％）
関東・甲信越

3,220（74.7％）

21（2.9％）
近畿

142（3.3％）

34（4.7％）
九州・沖縄

166（3.9％）

14（1.9％）
高認・大検・その他

146（3.4 ％）

49（6.8％）
東海・北陸

219（5.1％）

36（5.0％）
中国・四国

129（3.0％）

979797
222222

昼間コース志願者昼間コース志願者昼間コース志願者
昼間コース入学者昼間コース入学者昼間コース入学者

303030
55

292929
111111

141414
11

767676
111111

252525
88

282828
88

525252
171717

545454
121212

212121
66

121212
22

191919
22

464646
99

121212
44

161616
44

202020
55

111111
66 66

11

111111
33

343434
101010

131313
22

434343
66

88
11

141414
33

262626
66

131313
33

222222
44

181818
44

222222
77

66
11

464646
44

161616
88

121212
33

101010
22

101010
11

161616
22

111111
33

585858
141414

636363
99

767676
191919

139139139
292929

312312312
585858

267267267
303030

706706706
110110110

797979
191919

1,5281,5281,528
208208208

181818
55
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入学者の男女別割合（％）

入学者

入学者

入学者

入学者

入学者

入学者

入学者

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

大 括 り 入 試

Ⅰ類（情 報 系）

Ⅱ類（融 合 系）

Ⅲ類（理 工 系）

　 計 　

先端工学基礎課程

合 計

男子（％） 女子（％）

84.8％

88.7％

87.4％

87.9％

86.3％

71.0％

85.7％

15.2％

11.3％

12.6％

12.1％

13.7％

29.0％

14.3％

志願者・合格者の新卒・既卒別割合（％）

志願者

合格者

0％
※1　一般入試、推薦入試、AO入試の志願者及び合格者を示す。
※2　「その他」は、高等学校卒業程度認定試験合格者及び大学入学検定合格者、高等専門学校３年次修了者及び在外教育施設・外国の学校卒業者等を示す。

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

大 括 り 入 試

志願者

合格者
Ⅰ類（情 報 系）

志願者

合格者
Ⅱ類（融 合 系）

志願者

合格者
Ⅲ類（理 工 系）

志願者

合格者
　 計 　

志願者

合格者
先端工学基礎課程

志願者

合格者
合 計

新卒（％） 既卒（％） その他（％）

67.0％ 32.2％ 0.8％

0.3％

0.8％

0.8％

0.8％

1.4％

0.7％

0.8％

1.1％

0.7％

64.7％ 34.5％

67.5％ 32.2％

66.4％ 33.6％

63.6％ 35.5％

69.8％ 30.2％

62.6％ 36.6％

67.4％ 31.2％

65.6％ 33.7％

66.3％ 33.1％

8.6％

12.1％

43.1％ 48.3％

27.3％ 60.6％

65.3％ 33.9％

64.7％ 34.2％
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＊追加合格を行った場合、追加合格者の数値は含みません。

合格最高点・最低点・平均点
（1）［個別学力検査高得点による優先的合格者］の個別学力検査最高点、最低点及び平均点

学域名（日程） 人　数 合計点 最高点 最低点 平均点

情報理工（前期日程） 45名以内 450 376.00 324.00 339.65 

情報理工（後期日程） 30名以内 600 502.00 438.00 458.62 

（2）総得点［大学入試センター試験の得点（換算点）と個別学力検査の得点の合計］による
合格者の最高点、最低点及び平均点

学域名（日程） 類 総得点 最高点 最低点 平均点

情報理工（前期日程） （大括り入試） 900 682.05 585.75 615.55 

情報理工（後期日程）

Ⅰ類（情報系） 900 680.15 602.90 632.53 

Ⅱ類（融合系） 900 667.50 590.45 615.11 

Ⅲ類（理工系） 900 691.45 585.50 614.35 

平成３０年度情報理工学域一般入試合格者の最高点・最低点及び平均点
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平成30年度 情報理工学域 入試問題
一般入試 前期日程（個別学力検査／数学）
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平成30年度 情報理工学域 入試問題
一般入試 前期日程（個別学力検査／数学）
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一般入試 前期日程（個別学力検査／理科（物理））
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一般入試 前期日程（個別学力検査／理科（化学））

平成30年度 情報理工学域 入試問題
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一般入試 前期日程（個別学力検査／英語）

著作権上の都合により、
掲載いたしません。
（P 1 ～P 4 ）
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平成30年度 情報理工学域 入試問題
一般入試 前期日程（個別学力検査／英語）
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一般入試 前期日程（個別学力検査／英語）

著作権上の都合により、
掲載いたしません。
（P11～P13）
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平成30年度 情報理工学域 入試問題
一般入試 前期日程（個別学力検査／英語）
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一般入試 後期日程（個別学力検査／数学）
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平成30年度 情報理工学域 入試問題
一般入試 後期日程（個別学力検査／数学）
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一般入試 後期日程（個別学力検査／理科（物理））
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平成30年度 情報理工学域 入試問題
一般入試 後期日程（個別学力検査／理科（化学））
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一般入試 後期日程（個別学力検査／英語）

著作権上の都合により、
掲載いたしません。
（P 1 ～P 5 ）
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平成30年度 情報理工学域 入試問題
一般入試 後期日程（個別学力検査／英語）
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一般入試 後期日程（個別学力検査／英語）

著作権上の都合により、
掲載いたしません。
（P12～P14）
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平成30年度 情報理工学域 特別編入学 入学者選抜状況
入試別志願者数・受験者数・合格者数・入学者数

●Ⅰ類（情報系）、Ⅱ類（融合系）、Ⅲ類（理工系）（昼間）

推薦

類 募集人員
志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H30 H30 H30 H30 H30 H30

Ⅰ類（情報系） 9/2 19 4.2 18 8 2.3 8

Ⅱ類（融合系） 10/2 15 3.0 15 8 1.9 8

Ⅲ類（理工系） 10/2 3 0.6 3 3 1.0 3

計 29/2 37 2.6 36 19 1.9 19

学力

類 募集人員
志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H30 H30 H30 H30 H30 H30

Ⅰ類（情報系） 9/2 44 9.8 42 10 4.2 6

Ⅱ類（融合系） 10/2 43 8.6 41 14 2.9 4

Ⅲ類（理工系） 10/2 15 3.0 15 12 1.3 6

計 29/2 102 7.0 98 36 2.7 16

合計

類 募集人員
志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H30 H30 H30 H30 H30 H30

Ⅰ類（情報系） 9 63 7.0 60 18 3.3 14

Ⅱ類（融合系） 10 58 5.8 56 22 2.5 12

Ⅲ類（理工系） 10 18 1.8 18 15 1.2 9

合計 29 139 4.8 134 55 2.4 35

注）推薦による入学者選抜は、募集人員の半数程度。

●先端工学基礎課程（夜間主）

合計

課程名 募集人員
志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H30 H30 H30 H30 H30 H30

先端工学基礎課程 3 11 3.7 10 5 2.0 5

合計 3 11 3.7 10 5 2.0 5



25

平成29～28年度 情報理工学部 特別編入学 入学者選抜状況
入試別志願者数・受験者数・合格者数・入学者数

●総合情報学科、情報・通信工学科、知能機械工学科、先進理工学科（昼間）

推薦

学科名 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

総 合 情 報 学 科 6/2 7 9 2.3 3.0 7 9 4 4 1.8 2.3 4 4

情報・通信工学科 8/2 9 11 2.3 2.8 9 11 7 6 1.3 1.8 7 6

知能機械工学科 6/2 5 5 1.7 1.7 5 5 3 3 1.7 1.7 3 3

先 進 理 工 学 科 8/2 6 7 1.5 1.8 6 7 5 6 1.2 1.2 5 6

計 14 27 32 1.9 2.3 27 32 19 19 1.4 1.7 19 19

学力

学科名 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

総 合 情 報 学 科 6/2 22 28 7.3 9.3 22 25 8 12 2.8 2.1 6 10

情報・通信工学科 8/2 28 35 7.0 8.8 24 33 8 8 3.0 4.1 5 3

知能機械工学科 6/2 20 17 6.7 5.7 20 14 6 5 3.3 2.8 5 1

先 進 理 工 学 科 8/2 27 20 6.8 5.0 26 17 9 8 2.9 2.1 3 2

計 14 97 100 6.9 7.1 92 89 31 33 3.0 2.7 19 16

合計

学科名 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

総 合 情 報 学 科 6 29 37 4.8 6.2 29 34 12 16 2.4 2.1 10 14

情報・通信工学科 8 37 46 4.6 5.8 33 44 15 14 2.2 3.1 12 9

知能機械工学科 6 25 22 4.2 3.7 25 19 9 8 2.8 2.4 8 4

先 進 理 工 学 科 8 33 27 4.1 3.4 32 24 14 14 2.3 1.7 8 8

合計 28 124 132 4.4 4.7 119 121 50 52 2.4 2.3 38 35

注）推薦による入学者選抜は、募集人員の半数程度。

●先端工学基礎課程（夜間主）

合計

課程名 募集
人員

志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 受験倍率 入学者数

H28 H29 H28 H28 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

先端工学基礎課程 5 9 7 1.8 1.4 6 7 2 2 3.0 3.5 1 2

合計 5 9 7 1.8 1.4 6 7 2 2 3.0 3.5 1 2
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平成30年度 情報理工学域 特別編入学 入試問題
学力（数学）
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学力（物理学）

平成 30年度特別編入学試験

問 題
物 理 学

2 真空中で，半径 Rの十分に長い円筒 Aの表面に単位面積あたり σ(> 0)の一様な電荷
を与えた．真空の誘電率（電気定数）を ε0として，以下の問に答えよ．(配点 30)

(1) 円筒 Aの中心軸方向の単位長さあたりの電荷 Qを求めよ．

(2) 円筒 Aの中心軸から距離 r (> R)離れた点 Pにおける電場の大きさ EP(r)を求めよ．

(3) 点 Pにおける電位 φP(r)を求めよ．ただし，電位の基準を円筒 Aの表面とする．

半径Rの十分に長い円筒 Bの表面に面密度 −σの一様な電荷を与え，円筒 Bを円筒 Aに平行に置
いた．ここで，円筒の中心軸間の距離を d (� R)とする．

(4) 円筒Aの中心軸と円筒 Bの中心軸を垂直に結ぶ線分上で，円筒Aの中心軸から距離 r離れた
点 Sにおける電場の大きさ ES(r)を求めよ．ただし，rはR < r < d−Rとする．

(5) 円筒 A，B間の電位差ΔφAB(r)を求めよ．ただし，電位の基準を円筒 Aの表面とする．

(6) 円筒 Aと円筒 Bとがつくる単位長さあたりの電気容量 Cを求めよ．

平成 30年度特別編入学試験

問 題
物 理 学

3 1モルの気体を作業物質とする準静的な熱サイクルを考える．この気体の 1モルあたり
の定圧熱容量 Cpおよび定積熱容量 CV は温度 T の関数として以下の式で与えられる．

Cp = C
0
p + aT , CV = C

0
V + aT

ここで，C0
p，C0

V，aは定数である．熱容量以外の性質は理想気体と同じである．Cpと CV の比で
ある比熱比 γ は，aが小さいとして温度によらず，その値を γ = 5/3とする．以下の問に答えよ．
（配点 30）

(1) 状態 A（温度 TA，圧力 pA，体積 V0）の気体を状態 B（温度 TB，圧力 pA，体積 2V0）へ圧力
一定で変化させる．気体が外部から吸収する熱量 QABを求めよ．

(2) 次に，気体を断熱膨張させ，状態Bから状態C（温度 TC，圧力 pC，体積 3V0）に変化させた．
状態 A，B，Cの温度 TA，TB，TCの大小関係を求めよ．ここで，1.52/3 = 1.3とせよ．

(3) さらに，気体を体積一定で状態 Cから状態D（温度 TD，圧力 pD，体積 3V0）に変化させ，次
いで，状態Dから断熱圧縮して状態 Aに戻した．この２つの過程で気体が外部へ放出する熱
量QCD，QDAを，それぞれ求めよ．

(4) このサイクルの熱効率 ηを求めよ．

平成 30年度特別編入学試験

問 題
物 理 学

1 図のように，摩擦のない水平面に長さ �，質量mの一様な棒を置き，水平面上で自由
に回転できるように一端を固定する．ここに，質量m，速さ vの小物体を，固定端から

dの位置に棒に垂直に衝突させた．衝突後，小物体は棒と一体となって回転を始めた．以下の問に
答えよ．（配点 30）

mv

d

m

`

はじめに，小物体を棒の先端 ( d = � )に衝突させる．

(1) 棒の慣性モーメント I を求めよ．
(2) 衝突後の棒と小物体の回転の角速度 ωを求めよ．
(3) 衝突後の棒と小物体が持つ運動エネルギーの和 K を求めよ．

次に，小物体を棒の固定端から dの位置に衝突させる．

(4) 衝突後の棒と小物体の回転の角速度 ωを求めよ．
(5) 衝突後の棒と小物体が持つ運動エネルギーの和 K を求めよ．
(6) 横軸に小物体の衝突の位置 d，縦軸に角速度 ωとしたグラフと，横軸に小物体の衝突の位置

d，縦軸に運動エネルギーの和 K としたグラフの２つを描け．
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平成30年度 情報理工学域 特別編入学 入試問題
学力（化学）

30  

h = 6.6 10–34 Js

30

(1) s–1 (i)

…(i)  ( n1, n2 n1 > n2

(a)

2 (i)

n1, n2

(b) 2s 1s

(c) (i)

(2) M n l m

(n, l, m) = (0, 0, 0), (0, 1, 0), …

(3) 13Al 16S H  1s1 

(4) Al3+ S2– (3)

(5) 2 Li, Be, B, C, N, O, F, Ne

=  3.3 ×  1015  ×
1

n2
2

1

n1
2

30  

30

(1)  C2H6 

(a)

(b)  1 mol 

C2H6(g) CO2(g) H2O(l)  H°  85 kJ mol 1

394 kJ mol 1 286 kJ mol 1 

(c) 0.50 mol 

10 

W  U  S 

 R = 8.3 J K 1 mol 1 ln 10 = 2.3 

(2)  N2(g) + 3H2(g)  2NH3(g) 

(a) 298 K  G° 

 H°  92 kJ

 S°  200 J K 1 

(b) 298 K  500 K 

500 K 

 H   S  298 K 

(3)  Zn(s) | ZnSO4(aq) | AgNO3(aq) | Ag(s) 

Zn2+/Zn  Ag+/Ag  E°(Zn2+, Zn) = 0.76 V E°(Ag+,

Ag) = +0.80 V 

(a)

(b)  E° 

(c) ZnSO4  AgNO3  E 

 E°  R  T  F Zn2+ 

 [Zn2+] Ag+  [Ag+] 

30  

30

(1)

(a) LiF 0.15 nm Li F

+e –e  (D) 

e = 1.6 10–19 C 1 D = 3.3 10–30 C·m

(b) LiF 6.3 D

Li F e
(c) Li–F H–F

(2)  (H2C O) C

(3) O Ne

(a) O2 Ne2
+

F2 1s
2 1s

2 2s
2 2s

2 2p
2 2p

4 2p
4

(b) O2 Ne2
+

(c) O2
+ O2

(4) CH3COOH (  60) 391 K 1- CH3CH2CH2OH (

 60)  370 K

2 
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学力（英語）
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*photocatalysis   
*hydrophilia   
*hydroxyl radicals  
*hydroxide   
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平成30年度 情報理工学域 特別編入学 入試問題
学力（英語）
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1. Do you think that the Japanese government should invest more money in 

developing solar power? Why or why not? 
 
 

 
 
2. In your opinion, will the 2020 Olympics be beneficial for Japan? Why or 

why not? 
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Ｑ＆Ａ（よくある質問）

＜大学キャンパスについて＞

No Question Answer

1 電気通信大学は東京にあるそうですが
交通の便は良いのですか。

本学は東京の副都心である新宿から京王線特急で15分の調布駅より徒歩5分という非常
に便利な場所にあります。

2 電気通信大学のある調布市はどのよう
なところですか。

調布市は武蔵野の南端に広がる緑の多い住宅都市です。都心と郊外の中間に位置してい
ます。人口は約23万人、交通の便が良いので、居住条件は都内の大学の多くが位置す
る多摩地区の中でトップクラスです。調布駅前は再開発中で、駅ビル、大型家電量販店、
シネコン等が平成29年9月に完成しました。本学から北へ歩くと深大寺の森と植物公
園、南に歩くと多摩川の河原に出ます。本学の多摩川運動場はそこにあります。また、
市内には FC東京などのホームグラウンドである味の素スタジアムがあります。

3
大学見学をしたいのですが、見学の申
し込み先や方法はどのようになってい
ますか。

オープンキャンパスなどの開催日以外に来学を希望される場合は、個人またはグループ
単位での申込ができます。職員による案内はありませんが、建物の外は自由に見学でき
ます。アドミッションセンター（arc01@offi  ce.uec.ac.jp）へお申込ください。

＜教育内容について＞

No Question Answer

4
情報理工学域は工学部とどのように違
うのでしょうか。

情報理工学域は、｢工学｣ と「理学」分野のうち特に情報通信および理工学分野を核と
した教育研究を行っています。「工学」分野は他大学の工学部から土木 ･建築系の学科
を除いたものと考えてもらえばよいでしょう。コミュニケーション ･情報 ･通信 ･光 ･
コンピュータ ･ソフトウエア ･電子 ･マイクロエレクトロニクス ･物理 ･量子 ･化学 ･
物質 ･生命 ･知能機械 ･ロボット ･生産 ･経営工学・システム ･ヒューマンインタフェー
ス ･メディアなどの言葉に関心があるという方はぜひ本学を検討してみてください。

5
類・プログラムの違いについて理解を
深めるためにはどのようにすればよろ
しいでしょうか。

類・プログラムは電気通信大学における専門性の高い学びを支えています。大学案内記
載の類・教育プログラム別「学べる学問」と類・教育プログラムの説明を参考にしてく
ださい。また、毎年7月と11月に開かれるオープンキャンパスで各類・プログラムの教
育や研究の内容に触れられますので、そこに参加されてみてはいかがでしょうか。
　☆大学案内デジタルパンフレット（PC版）
　http://www.uec.ac.jp/about/profi le/pamph/

6 研究室を紹介するウェブサイト、パン
フレットなどはありますか。

はい、ウェブサイトでは「研究室検索サイト（ラボサーチ）」を開設して、各研究室の
テーマ、内容、キーワード、分野を紹介しています。各研究室サイトにもリンクしてお
り、より詳しい内容を知ることができます。パンフレットとしては、「研究室ガイドブッ
ク」を発行しています。入手をご希望される場合は、本学ウェブサイトから資料請求し
てください。ガイドブックはＰＤＦで閲覧、ダウンロードすることもできます。
　☆研究室検索サイト（ラボサーチ）
　http://cf.arc.uec.ac.jp/labsearch/
　☆研究室ガイドブック
　http://www.uec.ac.jp/about/publicity/pamphlet/

7 前期日程により入学した場合、類の決
定時期はいつでしょうか。

1年次の前学期終了時に、本人の希望と1年次前学期の成績に基づき類を決定します。
「Ⅰ類（情報系）」「Ⅱ類（融合系）」「Ⅲ類（理工系）」のいずれかを選択し、1年次後学
期から所属して、類に属する科目の一部を履修します。

8 昼間と夜間主はどのように違いますか。

昼間と夜間主の違いは、名称にもあるように、授業時間帯がそれぞれ異なり、夜間主は
「社会人および夜間の修学を必要とする人」を対象とします。また、夜間主の特徴とし
ては、①卒業までに30単位を上限として昼間の授業も履修できること、②産学連携教
育の科目がカリキュラムの中に必修として設けられていること、③授業料、入学料が昼
間の半額であること、などが挙げられます。
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＜入試内容等について＞

No Question Answer

9 情報理工学域一般入試の合格者の決定
方法について教えてください。

情報理工学域一般入試の合格者の決定方法は、個別学力検査（全教科・科目の合計点）
の高得点者を優先的に合格者とし、次に総得点（大学入試センター試験の得点（換算点）
と個別学力検査等の得点の合計）順に合格者を決定します。

10 一般入試個別学力検査の優先合格者の
人数について教えてください。

各日程の人数は次のとおりです。
　前期日程 45名以内
　後期日程 30名以内

11 推薦入試不合格の場合、一般入試で不
利になりますか。

いいえ、不利となることはありません。一般入試では、大学入試センター試験及び個別
学力検査等の総合点（一部は個別学力検査の優秀者を優先合格）により合否を判定する
こととなるため、推薦入試の結果を合否の参考とすることはありません。

12
推薦入試の中で、「一般」と「UECパ
スポートプログラム」の違いは何で
しょうか。

「一般」は3つの類、全14プログラムが対象ですが、「UECパスポートプログラム」は、
Ⅲ類（理工系）のうち、4プログラム（電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学）
が対象です。
「一般」は面接試験に加えて、総合問題試験を課します。
「UECパスポートプログラム」は、面接試験において、理科に関する自由研究について
のポスター発表を課します。総合問題試験はありません。また、入学後に「UECパス
ポートプログラム」へ参加する意思があることが、出願の要件となります。

13 推薦入試の総合問題は、どのような内
容が問われるのでしょうか。

情報理工学域への適性、基礎学力を問う問題が出題されます。高校で勉強してきたこと
についての総合的な理解力や自然科学的な考え方などを測ることを目的としています。

14
電気通信大学の過去の試験問題は入手
できますか。また、入手方法はどのよ
うにすれば良いですか。

はい、入手できます。入手方法は2つあります。
1．一般入試は、本学ウェブサイトの「過去の入試問題」のページに過去5年分の試験
     問題を掲載しています。
　☆過去の入試問題（PC版）
　http://www.uec.ac.jp/admission/ie/exam.html
2．推薦入試・ＡＯ入試（総合問題）は電気通信大学生活協同組合 ( 店舗・郵送 ) で販
     売しています。詳しい入手方法は下記でご確認ください。
　☆電気通信大学生活協同組合（PC版）
　http://www.univcoop.jp/uec/

15 電気通信大学では、AO入試は行わな
いのですか。

｢先端工学基礎課程（夜間主）｣ の学生募集においてAO入試を実施しています。

16 電気通信大学では社会人入試を行って
いるかどうか教えてください。

学域では社会人入試という制度はありませんが、先端工学基礎課程（夜間主）において、
社会人および夜間の修学を必要とする人を対象とするAO入試を実施しています。詳し
くは本学ウェブサイトの「受験生の方」のページをご覧ください。
　☆情報理工学域（夜間主）AO入試（PC版）
　http://www.uec.ac.jp/admission/ie_evening/schedule.html

Ｑ＆Ａ（よくある質問）
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＜出願について＞

No Question Answer

17
色覚障害者ですが、入学試験を受ける
ことはできますか。また、入学後の修
学、就職に支障はありますか。

はい、受けられます。本学の入学試験では、色覚障害（色盲 ･色弱）の有無が合否に影
響を与えることはありません。また、本学入学後の授業の履修についても、ほとんど影
響はありません。
ただし、就職の際、企業によっては影響がある場合がありますので、ご承知おきくださ
い。特に色を主体とする職種（印刷関係 ･化学関係）では色盲 ･色弱、配線を主体とす
るコンピュータのハードウェア関係では色盲が影響する場合があります。
なお、これらの例は最も厳格なものであり、企業または職種によって ｢可｣ という場合
もありますので、事前に企業の方に照会することが必要です。
なお、これ以外にも障害等をお持ちの方で、入学試験において特別な配慮を必要とされ
る場合は、事前に入試課までご相談ください。

18
短期大学や高等専門学校を卒業した
場合でも電気通信大学に編入学でき
ますか。

はい、編入学できます。本学情報理工学域の編入学試験は、①高等専門学校卒業見込み
の方を対象とする「推薦による募集」と、②高等専門学校、専門学校、短期大学、高等
学校の専攻科等を卒業（見込みを含む）した方や大学に2年以上在学し、所要の単位を
修得した方を対象とする「学力試験による募集」の2つの編入学試験があります。詳細
は、特別編入学学生募集要項を請求のうえご確認ください。なお、試験等の概要は、本
学ウェブサイトの ｢特別編入学｣ のページを参照してください。
　☆特別編入学（PC版）
　http://www.uec.ac.jp/admission/ie/special-transfer/schedule.html

19 専門学校を卒業した場合でも編入学で
きますか。

はい、編入学できます。修業年限が2年以上でかつ、課程の修了に必要な総授業時間数
が1,700時間以上で、文部科学省から指定を受けた専修学校専門課程を卒業した方につ
いても特別編入学試験 ｢学力試験による募集｣ の出願ができます。

20
現在、日本の高校に通っていますが、
帰国子女としての試験を受けることは
できますか。

はい、一定の条件を満たした場合は受けられます。外国において3年以上の正規の学校
教育を受けた後、日本の高校へ第2学年若しくは第3学年に編入学したのであれば帰国
子女入試を受験することができます。帰国子女入試では、大学入試センター試験を課さ
ず、数学、理科、面接による試験を課します。

＜入学後について＞

No Question Answer

21 高校での教科・科目の履修状況により、
入学後に困ることはありませんか。

入学後は、各教科・科目、とりわけ数学（数学Ⅲまで）、物理、化学については、高等学校で
履修したものとして授業が進められることが少なくありません。本学アドミッションポリシー
に記載の「入学までの段階で修得が望ましい教科内容と水準」も参照の上、十分な履修がで
きていない部分がある場合には、入学時までに十分な学習を心がけることが必要です。

22
コンピュータについての知識がないの
ですが、大学での勉強についていけま
すか。

大学での勉強に必要なコンピュータの操作方法やプログラミングを学べるよう、すべて
の類で1年次前学期に ｢コンピュータリテラシー｣ が、1年次後学期に ｢基礎プログラ
ミングおよび演習｣ が開講されていますので、心配ありません。また、2年次以降でも
類の特徴に応じたコンピュータ関係の授業が用意されていて、初心者でも無理なく学ぶ
ことができるようになっています。

23 夜間主でも特定の研究室の先生につい
て勉強できますか。

夜間主では、卒業研究着手審査基準を満たして、4年次に「卒業研究」を選択する場合
に研究室に配属されます。希望する先生の指導を受けられるかどうかは、研究室の受入
人数など類ごとの配属ルールによります。このため、必ずしも第一希望どおりになると
は限りませんが、幅広いテーマで卒業研究をすることが可能です。
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入試関係資料 発行時期・請求方法
発行時期

（1）大学案内 7 月中旬頃
（3）推薦入学学生募集要項 8 月上旬頃
（5）一般入試学生募集要項 11月上旬頃

（2）入学者選抜要項 7 月中旬頃
（4）ＡＯ入試学生募集要項 8 月上旬頃
（6）帰国子女・私費外国人留学生入試学生募集要項 11月上旬頃

請求方法
1．大学のホームページから請求する場合
大学のホームページから テレメールを利用して大学案内及び募集要項等の資料を請求できます。
詳しくは、電気通信大学ホームページ（http://www.uec.ac.jp/）をご覧ください。

2．インターネット（パソコン・携帯電話）又は自動音声応答電話で請求する場合
（1）下記のいずれかの方法で テレメールにアクセスしてください。

インターネット
（パソコン・携帯電話） http://telemail.jp

携帯電話で右のコード
を読み取り、アクセス
した場合は資料請求番
号の入力は不要。

自動音声応答電話 ＩＰ電話　0 5 0－ 8 6 0 1－ 0 1 0 1（24時間受付）
※ＩＰ電話への通話料金は、一般電話回線からは日本全国どこからでも3分毎に約12円。

（2）希望する資料の資料請求番号（6桁）をプッシュまたは入力してください。

資　　料　　名 資料請求番号 資　　料　　名 資料請求番号

一般入試学生募集要項 5 8 2 1 0 2 ＡＯ入試学生募集要項及び
大学案内 5 6 2 1 3 2

一般入試学生募集要項及び
大学案内 5 4 2 1 0 2 帰国子女・私費外国人留学生

入試学生募集要項 5 8 5 4 6 2

推薦入試学生募集要項 5 8 2 1 3 2 帰国子女・私費外国人留学生
入試学生募集要項及び大学案内 5 8 5 4 7 2

推薦入試学生募集要項及び
大学案内 5 4 2 1 3 2 大学案内 5 6 2 1 0 2

ＡＯ入試学生募集要項 5 6 2 1 2 2

（3）あとは、ガイダンスに従って登録してください。

※上記1～ 2の請求方法についての問い合わせ先
テレメールカスタマーセンター
ＩＰ電話　0 5 0－ 8 6 0 1－ 0 1 0 2　（9：30～18：00）まで

3．モバっちょ（大学情報センター）を利用した入手方法

（1）携帯電話で請求

（2）パソコンで請求 http://djc-mb.jp/uec/

◎問い合わせ窓口
　大学情報センター株式会社　モバっちょカスタマーセンター
　電話番号：050－3540－5005　　受付時間：10：00～18：00まで
　※詳細はウェブサイト（入試資料請求）でご確認ください。

モバっちょ
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電気通信大学独自の給付型奨学金制度
UEC修学支援奨学金（予約型）　入学時他の奨学金給付＋4年間の授業料免除！

一般入試で電通大への入学を希望し、理工系分野に強い興味と探究心を持ち、学習意欲あふれるみなさんに、入学
後の修学に必要な経済的支援を行う電通大独自の奨学金制度です。
【申請資格】

平成31年度電気通信大学情報理工学域一般入試の受験を予定し、本学への入学を強く希望する者。
申請資格・申請書類・申請書類の請求方法については、募集要項をご覧ください。
申請書類は本学ウェブサイトからダウンロードが可能です。（7月中旬以降）
　http://gakusei.offi  ce.uec.ac.jp/keizai/uec_scholarship_dl.html
インターネット（パソコン・携帯電話）からも請求ができます。
　https://telemail.jp/_pcsite/?des=033841&gsn=0338455

【電通大が1人あたり約260万円※を負担します】※2年生以降、奨学生として継続を認められ、授業料免除が適用された場合の4年間最大額

奨学金給付 入学時　20万円、2年次から4年次までの間、1年ごとに10万円　給付型 返済は不要です。

授業料免除 卒業まで4年間の全額（約210万円）　※ 2年目以降は、学業成績等による判定があります。
授業料の免除は、授業料免除選考によるものとし、免除非該当者は授業料を半額免除します。

採　用　者 男子学生5名以内、女子学生5名以内　
※平成30年度実績です。平成31年度の採用数は募集要項でご確認ください。

【申請期間】
平成30年11月 1日（木）～平成30年11月30日（金）

【奨学生の決定】
申請書類に基づき修学への意欲、学業成績及び家計の状況等を総合的に審査のうえ、内定者を決定し、平成31年

1月上旬に、本人及び学校長宛に通知します。その後、本学情報理工学域の一般入試に合格し、本学へ入学した場合
に、正式に「UEC修学支援奨学生」として決定します。

過去の選考状況
平成30年度

区　分 申請者数 内定者数 補欠者数 奨学生数
男　子 29 5 10 UEC修学支援奨学生7名
女　子 12 5 7 UEC修学支援奨学生5名
合　計 41 10 17

平成29年度
区　分 申請者数 内定者数 補欠者数 奨学生数
男　子 46 10 18 UEC修学支援奨学生8名
女　子 25 14 8 UEC修学支援奨学生7名（UEC WOMAN奨学生は2年次に公募）
合　計 71 24 26

問い合わせ先
電気通信大学　学生課　経済支援担当
〒182-8585　東京都調布市調布ヶ丘1－5－1
電話：042－443－5089、042－443－5090　　E-mail：keizai-k@offi  ce.uec.ac.jp
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電気通信大学をもっと知りたい方へ
高校生・受験生向けイベント一覧（予定）
※日程は変更の可能性があります。会場、時間、申込方法等、最新の情報は電通大HPでチェックしてください。

2018年度

日程 曜日 テーマ（タイトル） 主な対象者

6月 2日 土 オープンラボ2018　 大学院入学志望者

7月15日 日 平成30年度第1回オープンキャンパス 高校生、既卒生、保護者

7月27日 金 西東京三大学グローバルスクール2018 高校１・2年生

8月1日～2日 水・木 匠ガール！夏合宿モノづくり　研究体験スクール 女子中高生

8月 4日 土 西東京三大学グローバルスクール2018 高校１・2年生

8月11日・12日 土・日 UECパスポートプログラム一日体験2018 高校生

8月21日・22日 火・水 UECスクール ～高大接続教育プログラム～　
【情報分野・理科分野】 高校１・2年生

10月 1日 月 【都民の日】高校生・受験生のための模擬授業　 高校生、既卒生

10月21日 日 UECスクール ～高大接続教育プログラム～　
【理科分野】 高校１・2年生

11月上旬 匠ガール！
女子中高生のためのロールモデル講演会・懇談会

女子中高生・保護者・
中高教員

11月25日 日 平成30年度第2回オープンキャンパス 高校生、既卒生、保護者

11月23日～25日 金～日 第68回　調布祭 高校生、既卒生、保護者

12月16日 日 UECスクール ～高大接続教育プログラム～　
【情報分野】 高校１・2年生

12月中旬～下旬 匠ガール！女子中高生のためのラボ見学・体験 女子中高生・保護者・
中高教員

3月23日～24日 土・日 西東京三大学グローバルスクール2018 高校１・2年生

3月25日 月 匠ガール！あつまれ女子中高生！
ラボの研究者に会いに行こう！ 女子中高生

3月26日 火 UECスクール ～高大接続教育プログラム～　
【情報分野・理科分野】 高校１・2年生
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大学案内2019
ウェブサイトでは PDF
でダウンロード、閲覧が
できるほか、ウェブサイ
ト、携帯サイトから資料
請求ができます。

UEC WOMAN 
女子生徒向け広報誌で
す。バックナンバーを含
めて、ウェブサイト、携
帯サイトから資料請求が
できます。

研究室ガイドブック
研究室のテーマ、内容を
分かりやすく紹介してい
ます。
ウェブサイトから資料請
求ができます。

研究室検索サイト（ラボサーチ）
※本学の研究室を調べるポータルサイトとして
　ご活用ください。

●ラボサーチの特徴
・「類・プログラム」「分野」
　「キーワード」で検索可能
・スマートフォン、PCに対応
・各研究室ウェブサイトにもリンク

@uec_arc

アドミッションセンター
Twitter を開設
入試・イベントなどの情報をツ
イートしています。ぜひフォ
ローをお願いします。

大学進学説明会・相談会（個別相談ができる会場）　※いずれの会場も開催時間内は随時対応します。

日　程 曜日 時間帯 開催地 会場 説明会名称

7月 8日 日 11：00～17：00 東京（池袋） サンシャインシティ 全国国公立・有名私大相談会2018

7月 8日 日 11：00～16：00 広島 NTTクレドホール 大学フェア2018

7月14日 土 10：30～17：00 東京（有明） 東京ビッグサイト 夢ナビライブ2018

7月14日 土 11：00～16：00 大阪 グランキューブ大阪 全国国公立・有名私大相談会2018

7月15日 日 10：00～16：00 東京（調布） 本学調布キャンパス 第１回オープンキャンパス

7月16日 月・祝 11：00～16：00 名古屋 名古屋国際会議場 全国国公立・有名私大相談会2018

7月22日 日 11：00～16：00 東京（水道橋） 東京ドームシティ 大学進学博

7月25日 水 10：00～16：30 高松 高松高等予備校 進学相談会

7月29日 日 11：00～16：00 横浜 パシフィコ横浜 全国国公立・有名私大相談会2018

8月 9日 日 10：00～16：00 福岡 福岡国際会議場 主要大学説明会2018

8月21日 木 10：00～16：00 東京（有明） 東京ビッグサイト 主要大学説明会2018

9月15日 土 13：00～16：00 東京（新宿） エルタワー 理工系大学ガイダンス

9月30日 日 10：00～16：30 横浜 パシフィコ横浜 大学進学フェスタ2018 in Yokohama

10月 6日 土 10：30～17：00 仙台 夢メッセみやぎ 夢ナビライブ2018

10月～11月 13：00～17：00 首都圏・他 駿台予備学校等の校舎 首都圏国公立大学合同説明会

11月25日 日 10：00～16：00 東京（調布） 本学調布キャンパス 第２回オープンキャンパス

1月26日 土 9:30～13:00 東京（調布） 本学100周年キャンパス 一般入試出願のための直前入試相談会

上記以外に追加参加する場合があります。最新情報はウェブサイトでご確認ください。
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